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一
、

序

説

わ
が
国

の
南
北

朝
時
代

か
ら
後

の
、
申

世
末
期
か
ら
近
世

に
及

ん

で
、
と
く

に
民
間
仏
教
信

仰
的
な
石
造

美

術
遺
品

が
多

く
作
ら
れ

て

い
る
こ
と

は
、

日
本

の
信
仰
史

の
上

で
興
味
深

い
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
中

に
い
わ
ゆ
る
十

三
仏
信
仰

に
よ

っ
て
造

立
さ
れ

た
板

碑
、
あ

る

い
は
石

仏
、
石

瞳
な
ど

の
遺

品

が
、
地
方

に
よ

っ
て
造
立
率

の

高
低

は
あ

る
と

し

て
も

、
お

い
お

い
数
多

く
発
見
紹
介

さ
れ

て
来

た

に

つ
れ

て
、
そ
れ
ら
を
大

観
し

て
、

十

三
仏
信

仰

の
基
本
的

な
研
究
を
進

め
る

こ
と

が
、
遺
品
自
体

を

理
解
す

る
ヒ

に
も

、
文
化
史
的

に
も

必
要

で
あ

る

こ
と
を

痛
感

す

る
。

信
仰
を
説

き
、
信
仰

を
与
え

る
側

の
与

院

や
高
僧

た
ち
を

中

心
と
す

る
仏
教

史

の
豊
富

な

の
に
対

し

て
、
信
仰

を
受
け

入
れ

る
側

の
信
仰
史

に
つ
い
て
は
、
貴
族
上
級

の
方

面

の
こ
と

は
か
な
り
詳
し

く
知
ら

れ

て
い
る
に
し

て
も

、
中
級
ド
級

の
広

い
意
味

の
民
間
信

仰

の
面

は
、
従

来
余

り
手

が

っ
け
ら
れ

て

い
な

か

っ
た
。
貴
族
上
級

に

お

い
て
は
拠

る

べ
き
文

献

が
存

し
た
が
、
巾
級
ド
級

に
お

い

て
は
文
献

に
恵
ま
れ

な

い
た
め

で
あ

っ
た
。

し
か
し
民
聞
信
仰
遺

品

は
、
研

究
者
自
身

が
意

欲
を
起

す
な
ら

ば

、
決
し

て
数

に
と

ぼ
し

い
わ
け

で
は
な

い
。
む

し
ろ

、
そ

の
よ
う

な
遺
品
を
資
料

と

し
て

こ
そ
、
文
献

で
は
知
ら
れ

ぬ
社
会

的
信

仰
と
文
化

の
実
態

が
発
掘

さ
れ
る

の

で
あ
る
。

十

一・一仏
信
仰

ま
た

は
十

三
仏
遺
品

に
関

し
て
、
仏
教
辞

典

や
関
係
書

に

つ
い
て
見

て
も

、

一
般
的
な

記

述

に
と
ど

ま

っ
て
い
る
。

そ

の
中

に
あ

っ
て
私
ど
も

の
注

目
す

る

の
は
、

か

っ
て
服
部
清

道
博
七
が
、
大

著

『
板

碑
概
説

』

(
昭
和
八
年
八
月
)

中

に

「
十

三
仏
信
仰

と
板

碑
」

の
章

に
お

い
て
、
従
来

の
説

を
紹

介
批
判

し

つ

つ
論

じ

ら
れ

た
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
以
後
今

日

に
至
る
ま

で
、
資

料

の
紹
介

程
度

の
も

の
は
雑
誌
類

に
見
ら
れ

る

に
し

て
も

、
大
局
的

な
立
場

か
ら

し
た
論

文

は
、

い
ま
だ
見

る
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こ
と
が
出
来
な
い
状
態

で
あ
る
。
服
部
博
士

の
論
文
は
、
板
碑
を
中
心
と
し
て
仏
教
的

に
論
じ
ら
れ

た
も

の
で
あ

っ
て
、
基
本
的
な
論
考
と
し
て
記
憶

さ
る

べ
き
も

の
で

あ
る
。

私
の
こ
の
小
文
は
・
十
三
仏
信
仰
研
究

の
基
盤
と
し
て
、
中
世
末
以
降
の
十

三
仏
信
仰
と
、
そ
れ
以
前
の
信
仰
と

の
歴
史
的
な
関
連
、
十

三
仏
と
い
う
形
式
が
成
立
し

て
行

っ
た
史
的
展
開
を
、
文
献
と
遺
品
の
上

か
ら
追
究
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
献

.
遺
・
叩
の
す

べ
て
を
網
羅
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
な
資
料
を
挙
げ

て
論
じ
る
が
・
な
お
多
く

の
重
要
な
も
の
を
落
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
大
方
博
雅

の
方

々
の
批
判
を
乞
う
て
、
将
来
の
前
進

に
備
え
た
い
と
念
じ
る
。

二
、
十

三

仏

と

十

仏

本
論

に
入
る
前

に
、
十

三
仏

に
関
す
る

一
般
的
な
事
柄
を
述

べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

+
三
仏

の
こ
と

は
正
統
な
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
弘
法
大
師

の
逆
修

日
記
事
と

い
う
も
の
に
出
て
い
る
。

こ
の
逆
修
日
記
事
は
後
世

の
偽
作

で
あ
る
。

し
か
し
、

名
古
屋
宝
生
院
の
真
言
碩
学
政
祝

(永
享

の
頃
の
人
)

の
著
、

『
見
聞
随
身
紗
」

の
中

に
引
川
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
そ
れ

に
近

い
文
安
元
年

(
西

四
四
)

に
作
ら
れ
た

『下
学
集
』
巻
下

に
・
十

三
仏
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
従

っ
て
十
三
仏
は
室
町
時
代

の
は
じ
め
に
は
定
形
化
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
十
三
仏
遺
物
も

大
体
そ

の
頃
か
ら
数
が
多
く
な

っ
て
く
る
。

+
三
仏
は
・
初
七
日
か
ら
三
士

面

忌
に
至
る
‡

面

の
饗

肇

に
、
+
三

の
詮

、薩
を
配
当
し
た
も

の
で
、

そ
れ
ぞ
れ

の

絵

。薩
が

回
忌
を

掌
る
も

の
と
さ
れ

る
。
し
か
も
死
者

の
追
善
だ
け
で
な
く
、
臼
身
の
死
後
の
法
事
を
生
前

に
予
め
修
す
る

こ
と
に
も
、
十

三
仏
は
信
仰
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ

る
。

こ
の
予
め
修
す
る
こ
と

は
逆
修
ま
た
は
予
修
と
よ
ば
れ

る
。
次
に
十

三
仏

の
配
当
を
掲
出
し
て
お
く
。

(忌

日
)

初

七

日

二

七

口

三

七

口

四

七

日

(仏
菩
薩
名
)

不

動

明

王

釈

迦

如

来

文

殊

菩

薩

普

賢

菩

薩

初 泰 竈

江 広

王 王 堕

 

宋

帝

.五

官

ヨヨ

(逆
修
口
)

.止
月
十
六

日

二
月

廿
九

日

三
月
廿
五

日

四
月
十
四

日
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仏
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の
史
的
展
開



十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

五

七

日

六

七

日

七

七

日

ムゴ

き

・E

力

日

一

年

三

年

七

年

十

三

年

珊

三

年

地

蔵

菩

薩

弥

勒

菩

薩

薬

師

如

来

観

音

菩

薩

勢

至
誇

薩

阿
弥
陀
如
来

阿

閤

如

来

大

日
如

来

虚
空
蔵
菩
薩

都 平 太 変 閻

市 等 山 成 魔

ヨ三 三五 」三 」Eヨ こ

 

五

道

転

輪

王

蓮

上

⊥

友

皆

.E

ー」

ー

一
-

慈

恩

王

逆

修

の
場
合

は
毎
月

一
t

と
く

に
十

一
月

だ

け
は

二
回

と
し

て
、

と

こ
ろ

が
、

こ
の
十

三
仏

の
う
ち
、

下

が
あ

て
ら
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
十

仏
が
ま

ず
行

わ
れ

、

通
説

に
な

っ
て

い
る
。

極
楽
浄

土

に
対

す

る
信
仰
と
表
裏

し

て
、

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
十
仏
十

王

の
信

仰
を

基
と

し
て

、

一

と
と

の

っ
た
も

の

で
あ

る
と
す

る
。

し

か
し
単

純

に

こ
の
よ
う

に
認

め
て
よ

い

の
で
あ

ろ
う

か
。

は
じ
め
の
不
動
か
ら
阿
弥
陀
ま
で
の
十
仏
は
、

十
仏
信
仰
か
ら
発
展
し
て
、

五
月
廿
四
日

六

月

五

日

七

月

八

日

八
月
十
八
日

九
月
廿
三
口

十
月
十
五
口

十

一
月
十

五
日

十

一
月
廿
八
日

十
二
月
十
三
日

一
年
間
に
十
三
回

の
法
事
を
営
む

こ
と
に
な
る
。

地
獄

の
十
王
の
信
仰
と
結
ば
れ

て
い
る
。
十
仏
を
本
地
と
し

て
、
そ
の
垂
跡
に
十

さ
ら

に
三
仏
が
加
え
ら
れ

て
十
三
仏
が
成
甑
し
た
と
す
る
の
が
、
学
界
の

地

獄
思

想
が

深

く
根

を
お

ろ
し
、
死
後

地
獄

に
落
ち

る

こ
と

を

恐
れ

、
地
獄

の
冥
官

た
る
閻
魔

王
な
ど

の
十
王
を

信
仰

し
た

こ
、年

忌
ま

で

で
あ

っ
た

の
が

、
七
年

・
十

三

年

・
一.一十

三
年

の
三
M

を
延
長

し

て
、
十

三
仏
信
仰

の
形
式

が

今
少

し
歴
史

的

に
展
望
し

て
み
た

い
と
思

う
。
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三
、

∵
、十

日

仏

と

十

斎

日

右

に
述

べ
た
十
仏

は

、
不
動
、
釈

迦

.
文
殊

・
普
賢

(釈
迦

三
尊
)
地

蔵
、
弥
勒

、
薬
師

、
阿
弥
陀

・
観
音

・
勢

至

(
阿
弥
陀

三
尊
)

か
ら
成

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
古



く
か
ら

日
本

で
最
も
普

遍
的

に
親

し

ま
れ

た
仏
菩
薩

で
あ

る
。

と

こ
ろ

が
、

こ
れ

に
加

え
ら
れ

た

三
仏

は
、
密
教

κ
仏
中

の
阿
閤

と

大

日
、
さ
ら

に
虚
空

蔵

で
あ
る
。

ど

う

い
う
関

係

か
ら

こ
の
三
仏

が
選
ば
れ

た

の
で
あ

ろ
う

か
。

ま
た
逆

修

日
と
し

て
示
さ
れ

る

日
は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
仏

菩

薩

の
結

縁

日
、

い
わ
ゆ
る
縁

日

で
あ

る
。

こ

の
結
縁

日
は
、

一
か
月

三
十

日
に
配

当

さ
れ

た
三
十

日
仏
か
ら

出

て
い
る
。
京

都
市
東

山
区
松

原
通
大

和
大

路
東

入
小
松

町

に
お

い
て
往
年

発

掘
さ
れ

た
沙

弥
西

念

の
保

延
六
年

(
=

四
〇
)

の
諸

供
養

目
録

の
中

に
紺

紙
金
泥

の
三

十

日
仏
名

目
録

が
あ

る

の
で
、
平
安

時

代
後
期

に
は
三
十

日
仏

の
信
仰

が
行
わ
れ

て

い
た

こ
と

が
知
ら

れ

て
い
る
。

三
十

日
仏

は

一
日
定

光
仏

、

二
日
燃
燈
仏

、
三

日
多

宝

仏
、
四

日
阿

閤
仏

、
五
日
弥

勒
菩

薩

、

六

日
二
万
燈
明

仏

、

七

口
一。一万
燈

明
仏

、

八
日
薬
師

如
来

、

九

日
大

通
智
勝

仏

、

十

日
日
刀
燈

明
仏
、
十

一
日
歓

喜
仏

、
十

二

日
難

勝
仏

、
十

三
日
虚
空

蔵
菩

薩

、
十

四
日
普
賢
侮

薩

、
十

五

日
阿
弥
陀

如
来

、
十

六
日
陀
羅

尼
菩
薩

、
十

七

日
龍
樹

浮

薩
十

八
日
観
音
菩

薩

、
十
九

日

日
光
菩

薩

、

二
十

日
月

光
菩

薩

、

二
十

一
日
無

尽
意

菩
薩

、

二
十

二

日
施
無

意
菩

薩
、

二
十

三
日
勢

至
菩
薩

、

一
一十

四
日
地

蔵
訴
薩

、

二
十

五
日
文

殊
菩

薩

、

二
十
六

日
薬
上

菩
薩

、

二
十
七

日
盧
舎

那
如
来

、

二
十

八
日
大

口
如
来

、

二
十

九

日
薬

⊥
菩
薩

、

三
十

日
釈

迦
如
来

で
あ

っ
て
、
太
字

で
.示
し
た
十
種

の
仏
菩

薩

は
逆
修

日
の

そ
れ
と
同

じ

で
あ
る
。

阿
閤

仏
を

こ
れ

で
は

四

日
と

す
る

が
、

逆
修

日

で
は
十

五
日
と

な

っ
て
お

り
、
釈
迦

如

来

は

こ
れ

で
は

三
十

日
で
あ
る

が
、
逆
修

日
で
は
小

の
刀

を
考

慮

し
て

か
二
十

九

日
に
く
り
L

げ

て

い

る
。

し

か
し

一。一十

日
仏

に
は

不
動

明
王

は
加
え

ら
れ

て

い
な

い
。

藤

原
行
成

の
日
記

『
権

記
」
長

保
元
年

(九

九
九
)

十

二
月
十

四

日
に

八

日
薬

師

、
十

八

日
観

音
、

廿

三
四

日
間

不
動

尊

と

見
え

る
薬

師

・
観

音

は
三
十

日
仏

の
日
と
同

じ

で
あ
り

、
不
動

は
二
十

三
日

か
二
十

四

日
と
し

て
お

り

、
後

に
は

二
十

八

日
を

不

動

の
縁

日
と
す

る

の
と

は
ち

が

っ
て

(注
)

い

る
。

(注
)

人
津
市
山
上
の
不
動
明
王
及
二
童
子
石
仏
が
、
仁
治
三
年

(
一
二
四
二
)
八
月
廿
八
口
の
造
立
銘
を
も

つ
の
は
、
二
卜
八
日
の
結
縁
日
を
示
す

一
例
で
あ
る
.

三
十

日
仏

の
信
仰
と

な
ら

ん

で
、
平

安
時

代

中
期

に
は

十
斎

日
信

仰
も
行

な
わ
れ

た
。
源

為
憲

撰

の

『
口
遊

』

は
天
禄

元
年

(
九
七
〇
)

に
成

っ
た
も

の

で
あ

る
が
、

そ
れ

に
よ

る
と
月

の
う

ち
定

め
ら
れ

た
十

日
に
斎

戒
を

持

す

る
も

の

で
あ

っ
て
、
十
斎

日
仏

と
し

て
、

一
日
定

光

仏
、
八

日
薬

師
如

来

、
十

四

日
普

賢
菩

薩

、

十

五

日
阿
弥

陀
如
来

、
十
八

日
観
音
菩

薩

、

二
十

三

口
勢

至
菩
薩

、

二
十

四
日
地
蔵
跨

薩
、

二
十

八

日
毘
盧

遮

那
仏

、

二
十

九

日
薬

王
菩
薩

、

三
十

日
釈

迦
如
来

(小

の
月

は
終
り

の
三
仏

を
、

二
十

七

、

二
十

八

、

二
十

九

日

に
あ

て
る
)

十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開
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こ
れ
ら
は
三
十
日
仏
と
全
く
同
じ
仏
菩
薩
が
十
斎
日
に
配
当
さ
れ
て
い
る
。
二
十
八
日
の
毘
盧
遮
那
仏
は
大
日
如
来
に
相
当
す
る
。

以
上

に
よ

っ
て
、
十

三
仏

の
結
縁

日
と
い
う
も
の
は
、
三
十
日
仏
や
十
斎
日
仏
の
結
縁

日
と
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
以
来
の
信
仰
伝
統

に
も

と
ず

い
て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

平
信
範
の
日
記

『
兵
範
記
』
に
、
鳥
羽
上
皇

の
女
院
高
陽
院
泰
子

の
行
な

っ
た
十
斎
仏
講
の
記
載

が
た
び
た
び
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

一
部
を
次
に
掲
げ
る
。

仁
平
二
年

(
一

六
月

一
日

十
月
十
三
日

十
四
日

仁
平
三
年

(
一

六
月
十
五
日

四
月
廿
四
日

六
月
廿
九
日

一
五

一
五

二
)十

斎
定
光
仏
講

十

一
斎
虚
空
蔵
講

普

賢

講

三
)十

斎
阿
弥
陀
講

十
斎
地
蔵
講

十
斎
釈
迦
講

こ
れ
に
よ

っ
て
所
定

の
十
斎
日
に
十
斎
仏
を
そ
れ
ぞ
れ
供
養
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
中
に
十
斎
仏
に
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
十

一
斎
虚
空
蔵
講

の
あ

る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
日
は
三
十
日
仏
中
に
あ
る
虚
空
蔵
の
結
縁
日
で
は
あ
る
が
、
十
斎
日
の
他
に
と
く
に
十

一
斎
と
し
て
虚
空
蔵
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
、
当

時
か
ら
虚
空
蔵
菩
薩

に
対
す
る
信
仰

の
大
き

い
も

の
が
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
十
三
仏
に
虚
空
蔵
菩
薩
が
十
仏
の
他

に
加
え
ら
れ
た
理
由
は
、
こ

う
し
た
古
来

の
信
仰
伝
統
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、

平
安
時
代
後
期

に
お
け
る
忌
日
仏

十
三
仏
は
死
者
の
忌
日
を
掌
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
忌

日
の
本
尊
と
な
る
仏
菩
薩
が
、

『兵
範
記
』

に
前
記
高
陽
院
崩
御
後

の
追
善
御
仏
事
を
記
し
て
い
る
の
に
よ
る
と
、

古
い
時
代
で
は

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
た
か
を

眺
め
て
み
よ
う
。

一98一



久
寿

二
年

(
=

五
五
)

十

二
月

二
十

二
日

二
十
九

日

同

一二
年

(
一
一
五
⊥ハ
)

正
月

七

日

十

四
日

二
十

一
日

二
十
八

日

二
月

五

日

と

な

っ
て

い
る
が
、

嘉
応

二
年

(
一
一
七
〇

)

初
七
日

薬
師
如
来

二
七
日

虚
空
蔵
菩
薩

三
七
口

四
七
日

五
七
日

六
七
日

七
七
日

こ
れ

も

一
定

し

て

い
る

の
で
は
な

い

五
月

十

六

日

二
十

三

日

三
十

日

六
月

七
日

十

四

日

二
十

一
日

二
十
八

日

と
あ

っ
て
、

の
こ
と

で
あ

る
。

初
七
日

二
七
日

三
七
日

四
七
日

五
七
日

六
七
日

七
七

日

文
殊
菩
薩

地
蔵
菩
薩

釈
迦
如
来

(記
載
な
し
)

阿
弥
陀
如
来

O

阿
弥
陀
如
来

不
動
明
王

普
賢
菩
薩

地
蔵
菩
薩

阿
弥
陀
如
来

弥
勒
菩
薩

阿
弥
陀
如
来

同
じ
く

『兵
範
記
』
に
信
範
の
妻
が
段
し
た
あ
と
の
追
善
仏
事
を
記
し
て
い
る
の
に
よ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ

の
意
向
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
七
七
日
を
正
日
と
し
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
こ
と
が
定
ま

っ
て
い
る
の
は
、

い
ず
れ
に
し
て
も
十
三
仏

の
忌
日
仏
と
は
順
序
も

日
も
全
く
あ
わ
な
い
Q

十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

浄
土
信
仰
の
上

か
ら
当
然

..
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次

に
、
逆
修

の
場
合
に

っ
い
て
み
よ
う
。

『百
錬
抄
』
正
暦
五
年

(九
九
四
)
十
月
二
日
の
条

に
、
関
白
藤
原
道
隆
が
東
三
条
第
に
お
い
て
逆
修
仏
事
を
行
な

っ
た

こ

と
が
見
え
る
の
が
、
逆
修
の
最
も
古
い
文
献
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
中
御
門
右
大
臣
藤
原
宗
忠

の
日
記

『
中
右
記
』
長
承
三
年

(
一
=
二
四
)
十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十

一
日
に
わ
た

っ
て
、
七
か
日
に
逆
修
善
根
を
行

っ
た
記
述
が
あ
る
。
そ
の
や
や
後

『
兵
範
記
』
に
は
、
仁
平
二
年

(
一
一
五
二
)
十
二
月
⊥ハ
日
か
ら
十
二
日
ま

で
の
七
日

間
に
行
な
わ
れ
た
高
陽
院
の
御
逆
修
と
、
嘉
応
元
年

(
一
一
六
九
)
六
月

の
後
白
河
法
皇

の
御
逆
修
の
記
事
が
あ
る
。
忌
日
の
本
尊
が
知
ら
れ
る
例
と
し
て
、

こ
の
三
例

を
対
比
し
て
示
し
て
み
よ
う
。

(
忌
日
)

初

七

日

二

七

日

三

七

日

四

七

日

五

七

日

六

七

日

七

七

日

(
藤
原
宗
忠
)

阿

弥

陀

迎
接
曼
陀
羅

ム小

必

コ
コ

晶
王

如
意
輪
観
音

地

蔵

虚

空

蔵

釈

迦

(高

陽

院
)

地 普 釈 虚 薬 聖 阿

空 観 弥

蔵 賢 迦 蔵 師 音 陀

　

普 不 釈 地 千 弥 薬 後

薦 暴
賢 動 迦 蔵 音 勒 師 皇

口

‐ioo‐

 

こ
れ
ら
の
逆
修
法
事
は
七
七
日

(四
十
九
日
)

の
期
間

に
わ
た
る
も

の
で
な
く
、
七
日
間
ま
た
は
半
月
余

ほ
ど
の
間

に
行

っ
た
の
で
あ
る
。
十
三
仏
と
共
通
す
る
仏
菩

薩
は
多

い
に
し
て
も
、
順
序
や
忌

日
は
こ
の
場
合
も
ほ
と
ん
ど
が
あ
わ
な
い
。
し
か
し
十
仏
に
ふ
く
ま
れ
る
も
の
以
外

で
は
、
虚
空
蔵
が
あ
る

こ
と
に
注

目
さ
れ
る
。

こ

の
よ
う
な
追
善

・
逆
修

の
仏
菩
薩
は
、
や
は
り
後

の
十
三
仏
形
成

の
基
盤
と
な
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

五
、
十

三
仏
成
立

過
程

の
遺
例

十

三
仏
の
定
形
化
以
前
、

検
討
し
て
み
た
い
。

鎌
倉
時
代
後
期

に
十
二
尊
を

一
組
に
し
て
あ
ら
わ
し
た
注
目
す

べ
き
遺
品
が
二
っ
あ
る
。
そ
れ

が
十
三
仏
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を



そ
の

一
は
岡
由
県
上
.房
郡
有
漢
町
上
有
漢

の

、舶
元
四
年

(
=
、一〇
六
)

の
糖
帯
寺
十

二
尊
石

峰

(花
醐
岩
製
)

で
あ
る
。
与

か
ら
は
離
れ
た

保
月

の
台
地
ヒ
に
動

つ
も

の
で
、
総
高
約
二

・

六

五
メ
ー
ト
ル
。
方
形
の
泥
板

の
上
に
六
角
柱

状

の
瞳
身

を
立
て
、
六
注

の
笠
を
頂
き
、
頂
上

に
は
も
と
ゴ
岨
花

・
宝
珠
が
飾
ら
れ
た
は
ず

で
あ

る
が
、
今
は
亡
失
し
て
小
さ
い
五
輪
塔

の
水
輪

以
上
が
の
せ
て
あ
る
。
六
注

の
笠
は
軒
反
り
が

美
し
く
、
屋
根

の
波
状
線
に
抑
揚
が
あ

っ
て
、

鎌
倉
時
代

の
様
式
を
よ
く
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
に

も
増

し
て
見
る

べ
き
は
、
瞳
身
の
六
面
に
半
肉

彫

で
刻
出

さ
れ

た
仏
菩
薩

の
尊
容

で
あ
る
。
各

尊
と
も
二
重
輪
光
式
の
彫
り
凹
め
を
作
り
、
内

に
仏
像
を
彫
出
し
た
も
の
で
、
小
さ
い
石
像

で

あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
細
密
な
彫
技

は
感
嘆
に

値

す
る
。
第

一
面
だ
け
は
七
尊
を
あ
ら
わ
し
、

他

の
五
面
は
各

一
尊
の
像
容
と
両
脇
侍

の
種
f

を
刻
み
、
各
向
と
も
下
部

に
は
銘
文
や
讃
文
を

刻

ん
で
あ
る
。

(第

剛
図
)

十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開
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(
注
)「弥

潔

」
翻

塑

蔽
灘
‡
講
墾

「
観

音

像
」

「
勢

至

像
」

「
阿
弥
陀
像
」

「
虚
空
蔵
像
」

「
不

動

像
」

「
キ
リ

ー

ク
」

「
ビ
」

「
バ

ン
」

「
バ
イ
」

「
サ
」

「
サ
ク
」

「
ア
」

「
ビ
」

「
セ
イ

タ
カ
」

「
コ
ン
カ
ラ
」

衆
生
若
聞
名

或
遊
戯
地
獄

大
勢
至
菩
薩

普
照
四
天
下

一
念
弥
陀
仏

現
受
無
比
楽

敬
礼
虚
空
蔵

獲
得
無
尽
蔵

奉
仕
修
行
者

猶
如
薄
伽
梵

(注
)

第

一
面
の
仏
像
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
拙
著
に
掲
げ
た
も
の
の
内
訂
正
を
要
す
る
も

の
が
あ
り
、

右
沙
弥
西
信
井
結
儀
西
阿
従
初
七
日

至
十
三
年
相
当
口
彫
刻
仏
菩
薩

十
二
尊
像
為
証
大
菩
提
之
指
南
敬
啓
白

離
苦
得
解
脱

大
悲
代
受
苦

示
現
月
天
子

成
就
衆
生
願

即
滅
無
量
罪

後
生
清
浄
土

能
満
諸
勝
願

寿
命
倶
胆
劫

嘉
元
二
年
+
月
廿
四
日

響

騰

罷

購

輔
醐

こ

の
よ

う

に
改

め

た

。

こ
の
石
瞳
は
こ
の
地
方

の
土
豪

で
在
俗
出
家
し
た
人
と
思
わ
れ
る
西
信
と
西
阿

の
二
人
が
願
主
と
な

っ
て
造
立
し
た
も

の
で
、
初
七
日
か
ら
十
三
年

に
至
る
忌
日
を
掌

る
仏
菩
薩
十
二
尊
の
像
を
彫
出
し
、
大
菩
提
を
証
す
る
た
め
の
指
南
と
す
る

こ
と
を
、
敬

っ
て
啓
白
す
る
と
の
願
文
が
刻
ま
れ

て
い
る
。

十
二
尊

で
は
あ
る
が
、
不
動
明
王
は
二
体
あ
り
、

一
は
蓮
座
に
、

一
は
岩
座
に
坐
し
て
い
る
。
な
お
普
賢
だ
け
は
象

に
乗
る
が
、
他
は
蓮
座
と
す
る
。
従

っ
て
仏
菩
薩

の
種
類
と
し
て
は
十

一
で
あ
り
、
そ
の
内

の
十
体
は
、

い
わ
ゆ
る
十
仏
に
ひ
と
し
く
、

そ
れ

に
虚
空
蔵

が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

十
仏
は
不
動
、

釈
迦
三
尊
、
地

蔵

、
弥
勒
、
薬
師
、
阿
弥
陀
三
尊

で
あ
る
か
ら
、
世
人
に
最
も
親
し
ま
れ
た
十
種
の
仏
菩
薩
が
選
ば
れ

て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ

へ
虚
空
蔵
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
前
記

の

通
り
十
斎
仏
の
他
に
十

一
斎
と
し
て
虚
空
蔵
が
加
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
十
仏
に
次
い
で
世
人
に
親
し
い
尊

で
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
十
三
仏
は
十
仏
の
他

に
三
尊
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
虚
空
蔵
が
こ
の
十

一
尊
の
内
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
す

べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
石
憧

で
は
不
動
を
二
体
と
し
て
十
二
尊

に
し
て
い
る
の
は
何
故
か
理
解
し
が
た
い
。
初
七
日
に
不
動
を
あ
て
、
最
後
の
十

三
年
忌
に
再
び
不
動
を
あ
て

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
第

一
面
の
七
尊
は
十
仏
に
お
け
る
順
序

に
彫
刻
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
第
二

・
三

・
四
面
に

つ
づ
い
て
十
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仏
に
ひ
と
し
い
の
で
あ
る
が
、
十
三
仏
に
お
け
る
十
仏

の
順
序
と

は
ち
が

っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
加
え
た
虚
空
蔵
は
七
年
忌
、
最
後

の
不
動
が
十
三
年

忌
と
い
う

こ
と

に
な
る
。
十
仏
の
場
合
は
初
七
日
か
ら
三
年
忌
で
終
り
に
な
る
が
、
鎌
倉
時
代

の
各
種
石
塔
に
は
十
三
年
忌

に
造
立

の
こ
と
が
示
さ
れ
た
例
が
多

い
こ
と

か
ら
見
て
、
七
年
忌
と
十
三
年
忌
の
尊
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
石
憧
で
は
十
二
尊
と
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

刻
ま
れ
た
願
文

に
見
る
如
く
、
西
信

.
西
阿
の
二
人
は
故
人
の
追
善
を
表
現
す
る
言
葉
を
用
い
て
い
な

い
。

こ
の
十

二
尊
像
を
彫
刻
し
て
、
大
菩
提
を
証
す
る
指
南
と

す
る
と
い
う
の
み
で
あ
る
か
ら
、
造
立
の
趣
意
は
自
分
ら
の
逆
修

の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

十
二
尊
を
あ
ら
わ
し
た
今

一
つ
の
例
は
、
山
形
県
酒
田
市
生
石

の
延
命
与

に
あ
る
延
文
四
年

(
一
三
五
九
)

の
十
二
尊
種
r
曼
陀
羅
自
然
石
板
碑

(安
山
岩
製
)

で
あ

る
。
h口同
さ
幅
と
も
に
約
八
五

セ
ン
チ
、
不
整
形
の
板
石
面
に
直
径
五
九

セ
ン
チ
の
二
重
円
圏
を
作
り
、
そ
の
内
部
中
央

に
大
月
輪
、
そ
れ
を
め
ぐ

っ
て
九

っ
の
月
輪
を
配

置

す
る
。
大
月
輪

に
は
阿
弥
陀
三
尊

の
種
子
を
あ
ら
わ
し
、
周
り
の
九
月
輪
に
は
各

一
尊
ず

つ
の
種
子
を
入
れ

て
、
合
計
十
二
尊
と
な

っ
て
い
る
。

外
圏
に
は
頂
上
中
央
か
ら
右
下

へ
と
、
反
対
に
左
下

へ
と
、
両
側
に
分
け
て
次
の
銘
文
を
刻
む
。

鍵

讐

鋭

鹸
罵
戴

雛
蟻

撫
欝
鑑
.齢
纏

驚

攣
轟

臨

購

A
'晩 灘
纏

ぎ

隊

藤

蒸

㍉
馨

驚

雛

十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

第二図 延命寺十二尊種子板碑

若
人
求
仏
恵

通
達
菩
提
心

父
母
所
生
身

即
証
大
覚
位

孝
子
敬
白

右
志
者
為
善
阿
幽
霊
成
等
正
覚
頓
証
□
□
延
文
二
季
妃
二
月
+
吾

月
輪

内

の
種

子

は

、
中
央
月

輪

の
阿

弥
陀

・
観
音

・
勢

至

の
三
尊

の
他

は
、
頂

上

か

ら
右

へ
順
序

し

て

カ
ー

ン

(不
動
)
、

バ
ク

(
釈
迦
)
、

マ
ン

(文
殊
)
、

ア

ン

(普

賢
)
、

イ
ー

(
地

蔵
)
、

ミ

(弥

勒

)
、

バ
イ

(薬

師
)
、
ウ
ー

ン

(
阿
閤
)
、
サ

ト

バ

ン
(金

剛
薩

堰
)

と
見

る
。

弥
勒

は
普

通

「
ユ
」

で
あ

る

の
に
、

「
ミ
」

と

す
る

の
は
珍
し

い
。

「
ウ

ー

ン
」

は
だ

い
ぶ
ひ

ね

っ
た
梵
字

を
書

い
て

い
る
。

(第

二
図
)

こ
の
十

二
種
子

の
内

、
最
後

の
二
字

を
除

く
と
十

仏

に
合

う
。

そ
れ

に
阿
閤

と
金

(注

)

剛
薩
垣
を
加
え
て
十
二
尊
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
三
尊
を
中
心
仏
と
す

る
が
、
十

二
尊
で
あ
る
こ
と
は
膀
帯
与
石
憧
と
同
じ
で
あ
る
。
終
り
に
加
え
た
二
尊

‐ias-一 一

職



十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

が

、

か
れ

と
は
ち
が

っ
て
い
る
。
阿
閤

仏

は
三
十

日
仏

の
中

に
あ

る
か
ら

、
縁

遠

い
と

は
い
え
な

い
し
、

事
実
十

三
仏

に
お

い
て
十
仏

に
加

え
た

三
尊

の
中

に
阿
閤
が

あ

る

ほ
ど

で
あ

る
か
ら

、
そ

の
先
駆
と

見
ら
れ
る
と

し
て
も

、

金
剛
薩

垣
は
何

の
た
め
か
わ

か
ら

な

い
。

(注
)

川
崎
浩
良
氏
著

『山
形
県
の
板
碑
文
化
』

(昭
和
二
九
年

一
二
月
)
で
は
、
こ
の
梵
字
を

「
虚
空
蔵
」
に
あ
て
て
あ
る
が
、
私
は

一
応

「
サ
ト
バ
ン
」
と
見
て

「
金
剛
薩
錘
」
に
し

て
お
く
。

こ
の
十

二
尊
板

碑

の
場
合
も

、
初
七

日
か
ら
十

三
年

の
忌

日
の
仏
菩
薩

が
必
要

で
あ
る
た
め

、

い
わ

ゆ

る
十

仏

に
任

意

に
二
尊
を
加

え
た

の
で
あ

る
。
孝

子
某
が

お
そ

ら
く

亡
き
父
善
阿

の
菩

提
を

弔
う
た
め

に
建

立
し
た
も

の

で
あ
ろ
う
。

次

ぎ
に
十
仏

の
み
を
あ
ら

わ
し
た
古

い
例

を
見

て
み

よ
う

。
千

葉
県
香

取
郡
下
総

町
大

菅

の
檀
林
寺

に
あ

る
建
武

二
年

(
=

三
二
五
)

の
十

仏
種
子
板

碑
(
粘
板
岩
製
)

は
、
高

さ
八
九

セ
ン
チ
、
幅

七
六

セ
ン
チ

の
や
や
長
方

形

の
も

の
で
、
上
部
を

わ
ず
か

に
失

っ
て
い
る
が

、
中
央

に
丁
重

な
蓮
座

上

に
阿
弥
陀

の
種
子
を
主
尊

と
し

て
あ

ら
わ

し
、
左

右

の
た
て

の
輪
郭
内

に
そ
れ

ぞ
れ

カ
ー

ン

(不
動
)

、

バ
ク

(
釈
迦
)

、

マ
ン

(
文
殊
)

、
ア

ン

(普
賢
)

カ

(地

蔵
)
、

ユ

(
弥
勒
)

、
バ
イ

(薬
師
)

、
サ

(観
音
)

、
サ

ク

(勢

至
)

己

を

配
し

、
最

後

に
主
尊

の
キ

リ

ー
ク

(
阿
弥
陀
)

に
至

っ
て
、
所
定

の
初
七

日
か
ら
三
年
忌

に
至
る
十
仏

と
な
る
。

「
建
武

二
年

十
月
四

日
、
孝
子
敬
白
」

と
あ
り

、

亥

こ
れ
も
孝
r

某
が

二
親

の
た
め

に
建

立
し
た
も

の
で
あ
ろ
う

。

す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代

後
期

か
ら
南
北

朝
時
代

は
じ
め

に
、
十

仏

の
信
仰

は
出
来

て

い
た
。
十
仏

だ
け

の
も

の
や
、
任
意

に
二
尊
を
加

え
た
十

二
尊
と

し
て
、

そ
れ

は
あ

ら

わ
れ

て
い
る
。

し
か
し

、
こ

の
十
仏
が
十
王

信
仰
を
基
盤

と
し

て
い
る

の
か
ど
う

か
。

っ
ま
り
初

七

日

か
ら

三
年
忌

に
至

る
十
回

の
法

事

の
本
尊

と
し
て
、
平
安

後
期

に
上
流
社
会

で
奉
安

信
仰

し
た
仏
菩

薩
を

、
お

い
お

い
中
流

下
流
社

会

で
も

こ
れ

に
見

な
ら

い
、
民
問

信

仰
的

に
親
し

ま
れ

た
仏
菩
薩
十
体

が
選
ば
れ

た
の

で
あ

っ
て
、

そ
れ
ら

の
諸

仏
が
十

王

の
本

地
仏

で
あ

る
と
す

る
根

拠
は
、

上
記

の
古
遺

品

に
お

い
て
は
認
め

ら
れ

ぬ
よ
う

に
思
う
。

十
王
信
仰

よ
り

は
、
十

回
目

の
三
年
忌

の
本

尊
を

阿

弥
陀
如
来

と
し

て

い
る
よ
う

に
、
極
楽

浄
土

へ
の
往
生
を

願
う
信

仰
が
基
本

で
あ
ろ
う
。

右

に
記

し
た

檀
林
寺

十
仏
板

碑
が
阿
弥
陀
如
来

を
中
尊
と

す
る

こ
と
、
先

の

延
命

寺

の
十

二
尊
板

碑
が
阿
弥
陀

三
尊
を

中
尊
と

し
て

い
る

こ
と

は
、
そ
う
し

た
理
解
を
助

け
る

で
あ

ろ

う
。

一 ユ04一



い
わ

ゆ
る
十

一一.仏

の
定

形

は
、
上

記

の
十

仏

の
他

に
三

仏
が
加

わ

っ
た
も

の
で
あ

る
が
、

そ

の
三
仏

は
阿
閾

・
大

日

・
虚

空
蔵

で
あ

る
。

し
か

し
関

東

に
お

い
て
は
三

種
類

の
大

日
如
来

を
加

え

て
十

三
仏

と
し
た

も

の
が

、
初

期

的

な
遺

品
と

し

て
先

ず

あ
ら
わ

れ

る
。

千
葉

県
印

旛
郡

印
旛
村

占
高

の
永

和

四
年

(
一
三
七

八

)

の
羽
黒
十

三
仏

種
.r
板

碑

(
粘
板

岩
製
)

は

、
私

の
調

べ
た
中

で
は
最

も
占

い
十

三
仏
遺
品

で
あ

る
。
高

さ

霧
懸
.
雛

薄

、
ー

ー

灘

達

一
・

一
七

メ
ー

ト

ル
、
幅
九

三

セ
ン
チ

の
長
方

形

の
板

状

の
石

材

の
表
面

に
、
頭
部

照

、

'

勢

姦

'

へ

　

灘欝

藤毒

無

鷺
鞭
　磁

燃

、

鎌

撒
縫

.纂

駈

ノ

が

イ
　

懇
罵

鰻

襲

謎駿

雛
議

難

讐

鑓
嚢

.羅
蕪

懸
ー
羅

灘

雛

難

難

騨
繍

義

叢
糞

'畿

、

只

撒
.講

脳
,

,
。ウ
賎

朔

職

.

腓

灘

桑

ノ

収
'

袖

鵜

'

脳

撫
磁
羅

鷲
鱗
鞘

獺欝

、鯉
轟
驚
雛

蕪

蕪藻
難

灘
難

籔
縫
騨 碑淑鍾濯ド鼎羽図三第

こ
の
板

碑

で
は

、
十

仏

の
他

に
、

ン

(金
剛

界
大

日
)
、

板

碑

は
羽
黒

の
小

丘
上

の
小
さ

い
十

三
仏

牽

内

に
ま

つ
ら

れ

、

そ

の
前
方
丘

の
麓

に
籠

り
堂

力
あ

っ
て
、

を

す
る

と
聞

い
た
。

そ
れ

は
阿
弥
陀

如
来

の
結

縁

日

の
ト

κ

日
を
迎

え

る
た
め

の
も

の
で
あ

ろ
う

こ
れ

に
も

ト

L

の
信
仰

は
証
明

で
き

な

い
。

そ
れ

よ
り
も

釈
迦
と
阿

弥
陀

を
主
尊

と

し
て
扱

っ
て

い
る

こ
と

に
注

目
し
た

い
。
発

遣

の
釈
迦

と
来
迎

の
阿
弥
陀

の
.
一尊

を
奉
安

し

て
信
仰

す
る

こ
と
は
、
鎌
倉

初
期

ご

ろ
か
ら
例

が

あ

る
。
京

都
市
北

区
鷹

が
峰

の
遣

迎
院

、
右

京
区
瞬

峨

二
尊
院

の
本

尊

な
ど

で
あ

る
。
ま

た
弘
長

兀
年

(
一

七

..仏
信
仰

の
史
的
展
開

を
山
形

に
し

た
板

碑
形

を
線
刻

し

、
天
蕎

二

っ
を
並
、べ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
ド

に
釈
迦

一.一

尊

と
阿
弥

陀

三
尊

の
秤

・r
、
残

る
七
仏

の
種

.r
を
下
辺

と
土

辺

に
配

置
し

、
そ

の
他

に
梵

文

で

南

無

阿

弥
陀
仏

の

六
字
名

号

、

大

日
報
身

盲
ひ、=口
、

光

明
真

言

を
そ
え

て

い
る
。
下
方

に
十

六

ノ羽
に
わ

た

っ
て
次

の
刻
銘

が
あ
る
。

宥

意
趣

者
沙
弥

道

妙
井

妙

{
尼

、
為

逆
修
善

根

所
、
奉

造

凱
石

仏

也
、
依
之

現
必

戒
七
分

全
得

之

報

、
当
定

生
.九
品
浄

士
.之
墓

、
乃
至
法

界
有
縁
無

縁

一
切
衆

4
.Ψ

父

鴬

利
益

、
永

和
四

年

対
卯
月

日

舎

こ

の
地

の
土

豪

の
夫
妻
が

在
俗
出

家
し
た
人

と
思

わ
れ

る
沙
弥

道
妙
と

妙

一
尼

が

逆
修
)嵩
根

の
た

め

に
造

凱
し

た
も

の
で
あ

る
。

(第
三
図
)

ア
ー

ン
ク

(
五
点
具

足

の
胎
蔵
大

日
)

を

加
え

て
十

三
仏
と

す

る
。

、

.§

今

も
毎
月

十

四

日
の
夜

に
、
村

の
老

婦
人

た
ち
が

お

こ
も

り

O

}
礁

,難 … 彗 温
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十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

二
六

一
)
の
奈
良
市
般
若
寺
の
石
造
笠
塔
婆
二
基

で
は
、

一
基
は
釈
迦
三
尊
種
托
、

一
基
は
阿
弥
陀
三
尊
種
子
を
本
尊
と
し
て
い
る
。
十
仏

の
最
初
に
仏
格

で
は
最
も
低

い
不
動
明
王
を
配
し
た
あ
と
、
釈
迦
三
尊

に
は
じ
ま
り
、

地
蔵

・
弥
勒

・
薬
師
を

へ
て
阿
弥
陀
三
尊
に
終
る

配
列
の
基
本
に
は
、

釈
迦

・
弥
陀
の

二
尊
信
仰
が
あ
る
と

思
う
。
羽
黒
十
三
仏
板
碑
は
、
そ
う
し
た
見
方

か
ら
す
る
と
興
味
深

い
遺
例

で
あ
る
。

十

三
仏
は
下
方

に
三
列
四
段
、
四
列
三
段
、
二
列
六
段
な
ど
の
よ
う
に
、
十

二
尊
を
整
頓
し
て
配
列
し
、
最
後

の

一
尊
を
頂
点

に
安
置
す
る
形
式
が

一
般
的
に
な

っ
て

く
る
。
埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
村
泉
井

の
金
沢
寺

で
近
年
見
出
さ
れ
た
嘉
慶

二
年

(
=
二
八
八
)

の
十
三
仏
種
子
板
碑

(緑
泥
片
岩
製
)
は
、
三
列
四
段
式
に
な
り
、
こ
の

整
頓
式
で
は
今
知
ら
れ

る
最
も
古
い
も

の
で
あ
る
。
高
さ
現
存
七
五

セ
ン
チ
。
十
仏
以
外

の
三
仏
は
ア
ー
ク

(胎
蔵
大
日
)
、
ア
ー
ン
ク

(
五
点
具
足
の
胎
蔵
大
日
)

で

頂
上
仏
は
石
が
欠
け
て
全
然
失
わ
れ
、
蓮
座
の
下
辺
が
残
る
程
度

で
あ
る
。
し
か
し
関
東

の
方
式
か
ら
い
え
ば
、
バ
ー

ン
ク

(
五
点
具
足
の
金
剛
界
大

日
)

で
あ

っ
た
こ

騒

鐡

患

、寒
w・
霧
、

蓉
・

馬
て:

第四図 金沢寺十三仏種子板碑

 

(第
五
図
)

と
が
考
え
ら
れ
る
。
銘
文
は
下
方
に
三
行
に
わ
た

っ
て

戊
、

為

一
結
逆
修
、
嘉
慶

二
年

八
月
時
正

日

辰

と
刻
む
。

こ
の
付
近

の
村
の
中
級

の
人
た
ち
が
何
入
か
で
、
自
身

の
逆
修
法
事
を
営

み
、
秋
の
彼
岸
中
日
に
造
立
し
た
も

の
で
あ
る
。

(第
四
図
)

東
京
都
中
野
区
沼
袋
町
の
清
谷
寺
に
あ
る
応
永
六
年

(
=
二
九
九
)

の
十
三
仏
種

子
板
碑

(緑
泥
片
岩
製
)
は
、
高
さ
九
四
セ
ン
チ
、
完
全
に
残

っ
て
お
り
、
最
後

の

三
仏
は
右

の
金
沢
寺
板
碑

で
記
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
二
列
六
段
式
で
、
そ
の
間

に
上
に
年
月
、
下
に
二
行
に
願
主
を
あ
ら
わ
す
。

応
永
六
年
肥
十
月
十
五
日
・
逆
修
心
信
結
衆
等
敬
白

り

と
あ

っ
て
、
何
入
か
の
心
信

の
結
衆

で
逆
修

の
た
め
に
建
て
た
の
で
あ
る
。

一
人
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関
西

で
今
知
ら
れ
て
い
る
十
三
仏
遺
物

で
は
、
兵
庫
県
神
崎
郡
市
川
町
塩
谷

に
あ
る
堂
谷
十
三
仏
板
碑
群

(石
英
粗
面
岩
製
)
が
、
最
も
古
く
ま
た
珍
し
い
形
式
で
あ

る
。
十
三
仏
を
別
々
の
板
碑
に
作

っ
た
も

の
で
、
高
さ

一
メ
ー
ト

ル
内
外

の
自
然
石

の
頭
部
を
山
形
に
作

っ
た
程
度
の
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
本
尊

の
種
子

の
他
に
光
明



真
言

や
大

日
真
言

を
刻
む

。

現
在

八
基
が
残

り

五
基

を
失

っ
た
が

、

地

蔵

(
三
十

五
日
逆

修

)

、
薬
師

(四

十
九

日
逆
修
)
、
観
音

(逆
修

善
根
)
、

勢

至

(
「
周

忌
常
念

逆
修

聾
根
)

阿

弥
陀

(来

三
年

逆
修
善

根
)

、
阿

閤

(
為
常
念

七
年

忌

逆
修

鰐
根
)

、

つ
い
で
金

剛
界
大

日

(十

三
年
忌

、

応
永
廿

一
、
逆
修

善
根
)

、

五
点

具

足

の
胎
蔵

大

日

(応
永

廿
年

、
三
十

三
年

、
為
逆
修

善

根
)
と

あ
る

の
で
、
上

記

の
例

と
同
様

で
あ

り
、
た

だ
七
年

に
阿

閾
が
登

場

し
た

け
れ
ど

も

、
最
終

の
は
関
東

の
初
期

的

の
と

同

じ

く

五
点
旺
ハ足
大

日
で
虚

空
蔵

で
は

な

い
。

三
十

三
年
忌

が

応
永

二
十

年

(
一
四

=
二
)

で
、
十

三

年
忌

が
次

の
年

の
応

永

二
十

一
年

に
な

っ
て

い
る

こ
と

が
不
思
議

で
あ

る
。

と
も

か
く

、

こ

の

一
群

の
十

三
仏
板
碑

は

、

こ
の

土

地

の
や

は
り

在
俗

出
家

の
常
念
と

い
う

人
が

、

(注
)

田
岡
香
逸
氏

「
塩
谷
の
十
三
仏
種
了
板
碑
群
」

(
史
遊
と
美
術
三
三
五
号

・
昭
和
」.一八
年
六
月
)

自
身

の
逆
修
法

事
を
生

前

の
応
永

二
十
年

に
行

っ
た

時

の
遺
物

で
あ

る
。

(注
)

に
よ

っ
て
、
こ
の
貴
重
な
資
料
が
紹
介
さ
れ
た
。
田
岡
氏
は
常
念
を
応
永
二
十
年

を
三
十
三
回
忌
と
す
る
故
人
と
し
て
考
察
さ
れ
た
。
同
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
十
三
年
忌
の
分
だ
け
が
製
作
が
お
く
れ
た
の
で
翌
年
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

前

記

の
清

谷
寺

板
碑

の
造
立

日
が
十

月
十

五

日
に
な

っ
て

い
る

の
は

、
阿

弥
陀

如
来

の
結

縁

日

で
あ

る
か
ら

、
極
楽
浄

土
往
生

の
信

仰
が

こ
の
入

た
ち

の
逆
修

の
基
本

で
あ
る

こ
と
が
知

ら
れ

る
。
塩

谷
板
碑

群

で
は

そ
の
中

央

に
阿
弥
陀

石
仏

を

一
体
安

置

し

て
い
る
。
同

様

な

願
望
が

そ

こ
に
あ
る
と

見

て
よ

い
。
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七
、
十

三
仏

の
定

形
化

十
三
仏

の
終
り
の
三
仏
を
阿
閤

・
大

日

・
虚
空
蔵
と
す
る
定
形
化
は
、
関
西
の
遺
品
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
。
右
の
塩
谷
板
碑
群
で
は
阿
閤
と
大
日
と
な
り
な
が
ら
、

最
終
仏
は
関
東
同
様
に
大

日
で
あ
る
。

虚
空
蔵
を
加
え
て
定
形
化
し
た
最
も
早

い
も

の
は
、
大
分
県
驚
後
高

田
市

一
畑
の
梅
遊
与

に
存
す
る
応
永

二
十
年

(
一
四

=
二
)

の
十
三
仏
種
r
板
碑

(安
山
岩
製
)

で
あ
る
。
高
さ

一
・
一
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
〇

セ
ン
チ
の
板
碑

で
、

三
段
と
し
て
上
段
右

の
不
動

か
ら
は
じ
ま
り
、

下
段
左
で
終
る
。

終
り
の
三
仏
は
、

ウ
ー

ン

(
阿

卜
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開



卜
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

閤
)

、

バ

ン

(大

日
)

、

タ
ラ

ー
ク

(虚
空

蔵
)
と

な
り
、
完

全

に
定

形
化
し

た
。

造

立

の
年
月

は

「
応

永
廿

年
、
十

一
月

四
口
」

と
あ

る
。

(第
六
図
)

関
東

に
多

い
三
仏

が
三
種

の
大

日
種
子
と

な

っ
て
い
る
の
は
、
密
教
家

の
発
案

に

よ

っ
た
も

の
で
あ

ろ

う
。
定

形
化

し
た
最
後

の
三
仏
も

、
阿
閾

と
大

日
は
密

教
的

で

あ

る
が
、
虚
空
蔵

は

し
ば

し
ば
述

べ
た
よ
う

に
、
平
安

時
代
後
期

の
信

仰
が
伝
統

し

て
い
る
も

の
と
思
う

。

こ
の
尊

を
最

後

に
据

え
た

こ
と

は
、
十
斎

仏

の
あ

と
に
十

一

斎
虚

空
蔵

を
加
え

て

い
る

の
と
規
を

一
に
し
て

い
る
。

虚

空
蔵

を
十

三
仏

の

一
に
加
え

る

こ
と

は
、

や
が

て
関
東

に
も
及

ん
で
く
る
。
埼

玉

県
東
松
山
市
松
山

元
宿

の
須
藤
今

朝
郎
氏
宅

の
享

徳

二
年

(
一
四

五
三
)
十

三
仏

種
・r
板

碑

の
最
後

に

、

バ
ー

ン
ク

・
ア
ー

ン
ク

・
タ

ラ
ー
ク
と

あ

っ
て
、
虚

空
蔵

の

タ
ラ
ー

ク
が
登
場

す
る
が

、
頂

上

へ
は
据

え
ず
十

二
番

目

の
ア
ー

ン
ク

(胎

蔵
大

日
)

を
頂

上

へ
、

タ
ラ
ー
ク
を
そ

の
向

っ
て
右
下

に
お

い
て

い
る

こ
と

は
、
従

来

の
大

日
を
頂

L

に
お

く
伝
統

か
ら

の
関
東

的
な

取
扱

い
で
あ

る
。

し

か
し
埼
玉

県
春

口
部
市
称

名
寺

に
あ
る
長
享

六
年

(
一
四
九

、
一)

の
十

三
仏
種

.r
板
碑

で
は
、
定
形

の
三
列

四
段

式
に

な
り
、
虚
空

蔵

の
タ
ラ
…

ク
を
頂

上

に
据

え

て
、
関

西

・
関

東

が
同
式

に
な
る
。

関
東

の
十

三
仏
は
種
子

で
あ
ら

わ
す

の
が

一
般

的

だ
が

、
群
馬
県

群
馬
県

箕
郷

町
西
明

屋

の
東
向

八
幡
宮

に
あ
る
文

明
六
年

(
一
四
七

四
)

の
十

三

仏
四
角
石

憧

(安

山
岩
製
)

は
、

珍

し

い
遺
品

で
あ
る
。
高

さ

一

・
八

三
メ
ー
ト

ル
、
寵

部

の
四
而
に
、

「
不
動

・
釈
迦

・
文

殊

・
普

賢
」

「
地
蔵

・

(欠
)

・
薬
師
」

「
観
宵

・
勢

至

・
弥
陀
」

「
阿
閤

・
大

日

・
虚

空

灘
難
欝

灘
難
鍵
灘
灘

騰灘
驚

灘・、漿藻
藝

懸
偲

第七図 東向八幡宮十三仏石憧
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蔵
L

を
立
像

で
彫
出

す
る
。
後
世

石
燈
籠

に
仕
立

て

る
た

め

に
、
弥

勒
像

を

っ
ぶ
し

て
内
部

を

う
が

ち
火

袋
風

に
し

て
し
ま

っ
た
。

基
礎

に

一.一行

の
刻

銘

が
あ

る
。

逆
修

善
香

禅
門
、
文

明
六
年

甲
午
、

三
月
六

口

と
あ

る
。

こ
の
付

近

で
は
室
時
時
代

の
六
地

蔵
石
峰

は
多

い
が

、
同

じ
民

間
信
仰
遺
物

で
も

十

一、一仏
石
憧

は
珍

し

い
。

(第
七
図
)

関
西

で
は
と

く
に
生
駒
山

を
中

に
し

て
、
大

和

・
河
内

・
摂
津

(奈

良

県

・
大

阪
府

)

に
密
集

し
、
奈

良

県
生
、駒

郡
平
群
村

信
貴

山

に
は
、
文
明
十

一
年

(
一
四
七
九
)

の
十

三
仏

石
寵

(花

崩
岩
製

)
が

、

こ
の
種

の
像
容

を

彫
出

し

た
古

遺
品

と
し

て
近

年

は
じ
め

て
発

見
さ

れ
た
。

唐
破
風
造

の
石
籠

で
、
側

壁
内
部

三

面
に
十

一、一仏
坐

像

を
彫
出

し

て
い
る
。

な
お
他

に

一
体

の
僧

形
が
あ

る
。
右

と
左

の
側

壁
正

面

に
各

一
行

、、:
:

…

艦

認
鍵
轟
瀞ζ

"
㌻

回

己

逆
修

口
口

阿
闇
梨

、
文
明
十

一

七
月
十

二

日

亥

と
あ
り
、
僧

形

は
逆
修
者

の
某
阿

闇
梨

そ

の
入

の
像

か
と

も

思
わ
れ

る
。

(第
八
図
)

舟

形
な

ど

の
表

面
に
、
定

形

の
十

三
仏

像
容
を
刻

出

し

た
も

の
が

、

こ

の
地
方

で
は
普
通

で

あ

っ
て
、
梵
字

の
種

.虻
板

碑

は
む

し
ろ
少

な

い
。
奈
良

県

天
理
市

田
部
町

の
浄

土
院

に
あ

る

天

文
八
年

(
一
五
三
九
)

の
十

一.一仏
舟

形
板
碑

(花

簡

岩
製

)

は

、
そ

の
最

も
古

い
も

の
と
し

て

知

ら
れ
る
。

高

さ

一
・
五
七

メ
ー

ト

ル
、
舟
形

の
両
脇

に
各

=
伺
に
し
て

本

願
成

慶

、
逆
修

三
十

三
年

、
天
文

八
年

二
月

廿

二

日

と
あ
り
、
舟

形
下
半

に
大
勢

の
法
名

を
刻
む
。

こ
れ

は
十

三
仏
信
仰

が
下
級

の
人

た
ち

に
ま

で

浸
透

し

て
、
村

の
人
た
ち
が
集

っ
て
逆
修

三
十

三
年

を
行

な

い
終

っ
た

こ
と
を
物

語

る
。
本

願

成
慶

と

い
う

の
は
、
人

々
に

こ
の
作
善

を
す

す
め

た
僧

と

思

わ
れ

る
。

関
東

で
は
何

万
と
も
知

れ

ぬ
板

碑

の
中

で
、

戸
時
代

に

か
け

て
五
十

基
以

上
が
知

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
Q

隔 会〆.、

第 八 図II潰 山 ト こ仏 石舘 奥1

 

十

三
仏
板

碑

の
知

ら
れ

る
も

の
三
十
基

ほ
ど

で
あ
ろ

う
か

。
関

西

で
は
兵
庫

県

∴
限
都
府

も
加

え
て
、

室
町

・
桃

山

・
江

八
、
十

王
信
仰

と

の
関

連

十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開
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十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開

地
獄
の
閻
魔
王
な
ど
の
十
王
に
対
す
る
信
仰
は
、
地
蔵
十
王
経
な
ど
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
蔵
菩
薩
が
地
獄
に
落
ち
た
者
を
救
済
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

地
蔵
信
仰
と
深
く
結
び

つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
閻
魔
王
の
本
地
仏
は
地
蔵
と
な
り
、
十
王
す

べ
て
に
本
地
仏
が
あ
て
ら
れ
る
。

っ
ま
り
十
仏
が
十
王
の
本
地
仏
に

な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
十
王
信
仰
と
十
三
仏
が
し

っ
か
り
結
び

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
十
三
仏
定
形
化
の
室
町
時
代
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
と

思
う
。

阿
弥
陀
如
来
と
極
楽
浄
土
信
仰
が
基
本

で
あ

っ
た
十
仏
か
ら
十

三
仏

へ
の
進
展
と
、
地
蔵
十
王
の
信
仰
が
世
俗
的
に
手
を
結
ん
だ
の
は
、

一
そ
う
庶
民
信
仰
的
に
な

っ

た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

文
安
元
年

(
一
四
四
四
)
の

『下
学
集
』
に
十
三
仏
と
十
王
な
ど
の
本
地
垂
跡
を
示
し
て
い
る
通
り
、
そ
の
少
し
前
ご
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
民
間
信
仰
形
態
が
定
着
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
甘
露
寺
権
大
納
言
藤
原
親
長
の
日
記

『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年

(
一
四
七

一
)
に

八
月
八
日

含

始
行
予
逆
修
、
初
吉

分
也
榛
謹

王

+
四
日

逆
修
持
斎

鯉

稽

繍

の
如

く
に
見
え
、
九

月
十

五
日
に
三
十

三
回
忌
を
終

っ
た

。

一
年
も
か
け
ず

一
か
月
余

で
終

っ
て
い
る
。

東
大
阪
市
池
島

町

の
浄

慶
寺

地
蔵
堂

に
ま

つ
る
天
文
十

五
年

(
一
五
四
六
)

の
地

蔵
十

三
仏
石
仏

(凝

灰
岩
製

)

は
興
味
深

い
。
高

さ

一
・
〇

五

メ
ー
ト
ル
。
長
方

形

の
石

面
中
央

に
錫
杖

を
執
る
地
蔵
立
像
を

彫
出
し
、

そ
の
周

辺
に
十

三
個

の
月
輪

を
配
し

、
十

三
仏

種
子

を
あ
ら
わ
す
。
十

三
仏

と
十
王
と
地

蔵

の
結
び

つ
き
を
端
的

に

示

す
も

の
と

い
え
よ
う
。

他

に
主
尊
を

釈
迦

に
し
た
も

の
、
六
字
名
号

に
し
た
も

の
、

五
輪

塔
に
し

た
も

の
、
庚
申
待
を

か
ね
た
も

の
な
ど
、

い
か
に
も
室

町
時
代

以
後

の
庶
民
的

な
に
お
い

の

濃

い
も

の
が
あ

る
が

、
今

は
省

略

に
従
う
。
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九
、
追

善

と

逆

修

十
三
仏
は
死
者

の
忌
日
を
掌
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
追
善

で
あ
る
が
、
自
分
自
身

の
追
簿
的
な
法
事
を
予
め
行
う
逆
修
の
本
尊
と
す
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。



石
造

の
十

三
仏
板
碑

の
た
ぐ

い
で
は
、
故
入
の
追
善
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
出
て
来
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。

す

べ
て

逆
修

の
た
め
と

見
ら
れ
る

も

の
ば
か
り
で
あ

る
。十

三
仏
の
画
軸
を
村
の
集
落
で
、
当
番
の
家

で
保
管
し
て
い
る
所
が
ま
ま
あ
る
。
こ
れ

は
や
は
り
追
善
の
本
尊
で
な
く
、
逆
修

の
時

の
本
尊
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大

阪
府
南
河
内

郡
千
早
赤
阪
村
水
分

の
大
溝
巌
氏
宅

に
保
管
さ
れ
て
い
る
十
三
仏
画
軸
は
、
江
戸
初
期
ご
ろ
の
も

の
で
あ
る
。
話
を
聞
く
と
、
数
年
前
ま
で
薬
師
講
と
称

し
て
、
数
軒

が
ま
わ
り
持
ち
で
軸
を
預
り
、
年
に

一
度
供
養

し
た
と
い
う
こ
と

で
あ

っ
た
。
実

は
以
前

は

「
ぎ

ゃ
し
講
」
だ

っ
た
が
、
薬
師
講
の
な
ま
り
と
思

っ
て
薬
師

講

と
し
た
の
だ
と
い
う
。

「
ぎ

ゃ
し
講
」
は
逆
修
講

で
あ
汚
う
と
説
明
し
た
処
、
軸

の
箱
を
見
せ
て
下
さ

っ
た
。

そ
の
箱

の
蓋
う
ら
に
貼
付
の
紙

が
あ
り
、
講
中

へ
山
を
寄
進
し
た
文
書
で
、
宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
丑
十
二
月

の
日
付
と
、

「
ぎ

ゃ
し
講
中
」

の
あ
て
名
が
あ
る
。

別
に
貼

っ
た
紙
に
・
前
半

は
失
な
わ
れ
て

「
五
昇

四
日
、
六
月
吾

、
七
月
八
日
、
八
早

合

、
九
月
廿
三
日
、
+
旱

吾

、
+

万

贈

日
、
+
二
月
+
二
日
」

と
書
い
て
あ
る
。

一
、
二
か
所
は
日
は
ち
が
う
が
、
こ
れ
が
逆
修
の
結
縁
日
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
近
世
ま
で
十
三
仏
に
よ
る
逆
修
供
養
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
た
土
地

の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
深
い
感
銘
を
う
け
た
。

冗
長

の
文

を
弄
し
た
が
、
最
後
に
近
畿

の
十
三
仏
遺
品
の
発
見
の
都
度
示
教
を
得

て
い
る
片
岡
長
治

.
天
岸
正
男

.
大
西
嘉
彰

.
奥
村
隆
彦

の
諸
氏
に
は
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
た

い
。
ま
た
服
部
清
道
博
士

の
著
書

で
多

く
啓
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
す
る
。

(
昭
和
四
十
四
年
九
月
)
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十
三
仏
信
仰
の
史
的
展
開


